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飛 躍 の 都 市 序 章 発刊にあたって

 

・ 宜 野 湾



議会史発刊にあたって
市制施行40周年記念事業として取り組んで参りました「宜野
湾市議会史」が、このたび発刊の運びとなりましたことを関係
各位とともにお慶び申し上げます。
昭和37年に市昇格を果たして40年余、本市は、今や９万人の
人ロを擁する本島中部の中核都市として、着実な発展を遂げて
おり、今後は、日米両政府間で合意された普天間飛行場の全面
返還と、その後の跡地利用、西海岸地域を中心とした開発によ
り、さらなる発展の可能性を秘めたまちとして、新たな飛躍が
期待されております。
このような時期に、戦後の議会活動の歴史を振り返る責重な
行政資料として「宜野湾市議会史」をここに発刊できますこと
は、時宜を得たものであると自負しております。
「議会史」を見ますと、今日に至る宜野湾市の発展の基礎を
築いてこられました歴代議員各位の血のにじむようなご苦労、
ご尽力がうかがえるとともに、あらためて深い感慨を覚えるも
のであります。
この「宜野湾市議会史」は、昭和23年第１回村議会からの先
達の議会活動を、時代背景とともに、時系列でまとめた「活動
編」及び議決一覧、意見書等膨大な資料を集大成した「資料編」
の２巻から成り、宜野湾市議会の55年余にわたる活動の足跡を
記した後世に残る行政資料として、また、宜野湾市の戦後史を
振り返る一助になるものと確信致しております。
本書が、これからの宜野湾市及び市議会の発展に寄与するこ
とができればご幸甚に存じます。
発刊にあたりまして、「議会活動の思い出」を寄せて頂きま
した歴代議員各位をはじめ、議会活動にかかわる写真等貴重な
資料をご提供頂きました皆様、「宜野湾市史」の中から議会に
関連する資料のご提供を頂きました宜野湾市教育委員会に深く
感謝を申し上げ、発刊にあたってのことばといたします。
平成18年３月

宜野湾市議会史 活動編

�

��������

����

宜野湾市議会史 活動編



祝 辞
市政施行40周年の節目を迎え「宜野湾市議会史」が発刊され
るにあたり、心からお祝いを申し上げます。
宜野湾市議会並びに議会関係者の皆様におかれましては、市
民の代表として長年にわたり宜野湾市の発展にご尽力を賜り、
心から敬意を表するものであります。
さて、本市は戦後、約４割の地域が「銃剣とブルドーザー」
で強制的に米軍基地に占拠され、いびつな形状での街づくりを
余儀なくされてまいりましたが、1962年（昭和37年）７月、市
に昇格し、軍用地を除く行政区域全域が都市計画区域として設
定され、本格的に街づくりに着手した次第であります。しかし
ながら、現在でも市の総面積の約33％を占める米軍施設、とり
わけ市の中心にある普天間飛行場は本市の街づくり、また市民
の命と財産を守る上からも最大の阻害要因となっております。
1996年（平成８年）12月のSACO最終報告で、普天間飛行場の
返還とキャンプ瑞慶覧の一部返還が合意されましたが、跡地開
発にはまだまだ多くの課題がございます。さらに、急速な少子
高齢化の波、三位一体改革など地方行政を取り巻く状況は極め
て厳しいものと言わざるを得ません。
地方分権が進み、まさに真の地方の時代となった21世紀を迎
えた今、市民が主人公の市政運営を推進していくためには、地
域の課題を審議・決定する機関である市議会の果たす役割は、
今後益々重要なものとなってまいります。
このような中、議会の役割とその成果を後世に伝える本書を
刊行されますことは、誠に意義深くご同慶に堪えない限りであ
ります。本書が貴重な歴史的文献として、内外に広く活用され
ますことを念願してやみません。
終わりに、本書の発刊にあたられました関係各位のご労苦に
対し、深く敬意を表しますとともに、宜野湾市議会の更なるご
発展を祈念申し上げ、祝辞といたします。
平成18年３月
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（１）市発展のあゆみ
本市の母体である宜野湾間切は、1671年（康煕10年）に浦添間切から我如古、宜野
湾、神山、嘉数、謝名具志川（大山）、大謝名、内みな（宇地泊）、喜友名、新城、
伊佐の10カ村を裂き、中城間切から前普天間（野嵩）、寺普天間（普天間）、そして
北谷間切から安仁屋をそれぞれ裂き、大川（真志喜）を新設し、14カ村をもって設立
されました。1879年（明治12年）の廃藩置県後、沖縄県庁の支庁として中頭郡役所が
普天間に新設され、続いて郡教育部会事務所、県立農業試験場等の官公署が設立され
るなど本島中部の政治、経済、教育の中心地として活気を呈していました。
第二次世界大戦においては、本市も壊滅的な戦災を被ったが、野嵩地域が奇跡的に
焼失を免れて、以南の戦闘地域住民の収容所となり、他の市町村に先んじて戦後処理
作業が行われました。
その後、市域の主要な部分が米軍基地として接収され、基地のまちとしての性格を
強めました。同時に市内の普天間を中心に都市化が進展し、1962年（昭和37年）７月
１日に市制が施行され、新生「宜野湾市」が誕生しました。
昭和47年５月の本土復帰後、地域開発や市の基盤整備、住民福祉事業が着々と進み、
沖縄県の機能の一部を担う重要な地域となっています。しかし、今なお市の中央部に
は広大な米軍基地が存在し、まちづくりの大きな阻害要因となっています。それだけ
ではなく軍用飛行機事故をはじめ、電波障害、騒音等の基地公害が市民生活を脅かし
ています。
市では、新総合計画基本構想で基地の跡地利用を策定し、基地の全面返還を求めて
います。
市制施行後42年を迎えた今日、はごろも伝説の街宜野湾市は、昭和62年の沖縄コン
ベンションセンターの立地も大きな要因として、人、モノ、文化の交流地、情報の発
信地、スポーツ・リゾートゾーンとして大きな注目を集め、いま西海岸地域を拠点と
して大きく変わりつつあります。
沖縄県の人口の80％は中南部に集中しており、その中部と南部の接点に位置し、現
在、人口87,500余人を有する本市は、県下４番目の都市として、又、沖縄県の明日を
担う中核都市として市内外から大きく注目され、更なる発展が期待されています。
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（２）宜野湾市の位置及び地勢
◎ 位 置
本市は､
沖 縄 本
島中部の
東シナ海に
面し、北には
北谷町、東には
中城村、北東には
北中城村、東南には
西原町、南に浦添市
と接しています。那覇
市より北に12㎞、沖縄市
より南に６㎞の地点にあり、
市内をドーナツ状に国道58号、
国道330号、県道宜野湾北中城
線、県道34号が通り、さらに沖
縄自動車道の北中城インターチェ
ンジ、西原インターチェンジへもつ
なぎが容易な沖縄本島の中部及び北部
を結ぶ交通上の重要な地点に位置してい
ます。

◎地勢
海岸線は、比較的に出入りが少なく、珊瑚礁が発達して遠浅をなしている。陸地は、
東西が6.1㎞、南北が5.3㎞のやや長方形で、海岸線は、おおむね平坦であるが、国道
58号以東は、台地となっています。市域の中央部と北部は、米軍基地となっており、
その面積は、全市域の約33％を占めています。また、河川は宇地泊川、浦添市境に牧
港川、北谷町境に普天間川があります。
気候は、亜熱帯性で、年平均気温は22.4℃と四季を通じて温暖で、春から夏にかけ
て雨量が多く、梅雨明けとともに長い夏が続きます。夏から秋にかけて熱帯性低気圧
の進路となり、台風の襲来が多くなります。
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（３）市章・市木・市花木・市花
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（４）宜野湾市の宣言

健康都市宣言
（昭和39年７月１日制定）

宜野湾市は全市民が明るく、美しく、豊かな環境の中で身心ともに健やかな合理的
生活がいとなめる健康都市建設に市民の総力を結集し、その推進をはかるため、宜野
湾市を健康都市とすることを宣言する。
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推 進 目 標

１.丈夫な体に育てましょう。
１.りっぱな市民になりましょう。
１.交通道徳を高めましょう。
１.暮らしの向上をはかりましょう｡
１.明るく美しいまちにしましょう｡



宜野湾市反核、軍縮を求める平和都市宣言
昭和60年３月18日
制 定

米ソ両国間の軍縮会議で核兵器、宇宙兵器に関し、新たな交渉を行うことが合意さ
れ、各国が世界平和と東西間の緊張緩和の重要な礎になると、歓迎と期待をしている
ところである。
我々宜野湾市民は、第二次大戦の悲痛な教訓を生かし、反核、軍縮を求める平和都
市として次のとおり宣言する。

１. 我が国は、非核三原則を国是としており、今後ともその基本理念である反核を全
国民が連帯して推進しなければならない。

１. 宜野湾市民は、宜野湾市を永久に反核、軍縮を求める平和都市とすることを決意
し、人類の滅亡につながる核兵器の廃絶と軍備の縮小を核保有国に強く求める。

１. 我が宜野湾市民は、子孫の繁栄を願い、世界平和を希求する諸国民と連帯して、
米ソ両国に反核、軍縮を強く求め、恒久平和を築くため、全力を尽くすことを誓う。
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はごろも伝説の都市
ま ち

宜野湾ベイサイド情報センター

宜野湾市民図書館

宜野湾市立博物館

沖縄コンベンションセンター


